
静岡県における新広域道路交通計画 
〜交通・防災拠点計画〜 

（１）将来像（⽬指すべき姿）

  「静岡県新広域道路交通ビジョン」より、本県の広域道路交通に関する取組を通じて、平常時・災
害時を問わない、滞りのない対流を形成するため、本県の将来像を以下のとおり定めた。 

＜静岡県の将来像＞ 
1. 多様な個性に彩られたブロック都市圏の地⽅創⽣の実現
2. 経済の持続的な発展による豊かな暮らしの実現
3. 誰からも憧れられ、国内外から多くの⼈々が訪れる地域の実現
4. 災害に強く安全で安⼼な地域づくりの実現

（２）将来像実現に向けた取組

  現状の課題への対応や従来の需要追従型の視点に基づく取組のみならず、都市・地域構造の変⾰
を促すような需要誘導型の視点を踏まえて検討された本県の将来像の実現に向けて、⽴体道路制度
の活⽤による空間再編や総合交通ターミナルの整備等も含めた地域における中⼼的な役割を担う主
要鉄道駅等の交通拠点のモーダルコネクトの強化策に関する計画として「交通拠点計画」を策定した。 

また、災害時の物資輸送や避難等の主要な拠点となる「道の駅」や都市部の交通拠点等について、
各交通機関の被災状況や通⾏可能路線などの災害情報の集約・発信に加え、⾮常電源や貯⽔槽、
備蓄設備、仮設トイレなどの防災施設の整備など、ソフト・ハードを含めた防災機能の強化策に関する
計画として「防災拠点計画」を策定した。 

１）交通拠点計画

環境負荷の低減やドライバー不⾜の課題に対して、国際競争⼒を保持しつつも、サステイナブル（持
続可能）な物流・⼈流を実現するためには、輸送・移動を⽀える交通インフラ整備の拡充とともに、⼤
量輸送が可能で環境負荷の低い⼿段への転換（モーダルシフト）および輸送障害の発⽣時にも速や
かに対応可能とする複数の輸送⼿段を確保する交通インフラ間の結節強化の重要性が増している。  

このように物流および⼈流における空港・港湾・鉄道等と道路ネットワークとのモーダルコネクト（交通
モード間連携）の強化や交通拠点への直結を促す施策が必要とされ、発展⽬覚ましい情報通信技術
を取り込みながら、今までにない使われ⽅や新しい付加価値を創造し、地域経済・産業の活性化や⽣
活の質の向上に資する視点が必要とされる。
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このため、⾼速道路のサービスエリア(SA)やパーキングエリア(PA)や道の駅などが持つ機能を有効活
⽤していくとともに、 陸・海・空の多様な交通モードと道路との結節機能を⾼め快適な移動を実現する。  

 
また、各交通機関（鉄道、バス、船舶等）との連携強化によるシームレス（継ぎ⽬がない）な移動

環境を整えるとともに、鉄道駅や港湾などの旅客受⼊機能強化と利⽤促進に取り組み、利⽤者へのサ
ービスの向上に繋げていく。 
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■交通拠点計画一覧表
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静岡県 静岡市 清水港国際旅客拠点形成計画 清水港

近年、国際クルーズ船の寄
港が増えており、交流拠点
としての位置づけが増して
いる。一方で、増え続けるク
ルーズ船の寄港に対応した
港湾施設及び周辺交通環
境の脆弱性が顕在化してい
る。

国際旅客船拠点形成港湾にふ
さわしい施設整備を進めている。
国際旅客ターミナル、臨港道路、
バス乗降場の整備等

◎ ◎ 〇 〇

静岡県 静岡市 清水港港湾計画 清水港

清水港は県内の物流・産業
を担う国際拠点港湾。近年
の社会情勢の変化に対応
した施設整備が求められて
いる。そこで、現在、港湾計
画の改訂を進めている。

今年度末の港湾計画の改訂。
コンテナターミナルの拡張など施
設整備を計画に位置付ける。
R2.2に新興津埠頭海貨４社共同
物流倉庫（特定流通業務施設）
が完成、R2.3に大型コンテナク
レーンの整備完了

◎ ◎ 〇 〇

静岡県 富士市 田子の浦港港湾計画 田子の浦港

田子の浦港は、県東部の
物流・産業を担う地方港
湾。特に、背後の製紙業と
の関係が強い港である。

港湾を取り巻く社会情勢や港湾
利用者のニーズを取り入れた施
設整備を進めていく。

◎ ◎ 〇

静岡県
牧之原市
御前崎市

御前崎港港湾計画 御前崎港

御前崎港は、県中西部の
物流・産業を担う地方港
湾。特に、背後の自動車産
業との関係性が強い港であ
る。

港湾を取り巻く社会情勢や港湾
利用者のニーズを取り入れた施
設整備を進めていく。

◎ ◎ 〇

静岡県
牧之原市
島田市

富士山静岡空港事業計画 富士山静岡空港

交流人口の拡大が重要な
取
組の一つであり、空港の活
性化を図り、訪日外国人を
中心とした交流人口の増加
を着実に取り込み、それを
本県経済の発展に繋げて
いくことが求められる。
また、航空路線の充実や
サービスの一層の向上によ
り、利便性と利用者満足度
の向上を図ることが必要で
ある。

アクセスバス路線の拡大、航空
便とアクセスバスのスムーズな
接続など、空港利用者の利便性
向上を図る。

◎ ◎ ○

静岡県 下田市
伊豆急下田駅周辺地区再整備
検討

伊豆急下田駅
一般車と公共交通が錯綜、
歩行動線が形成できていな
い。

市庁舎跡地や周辺市有地活用、
駅前広場を含む一帯の再編を
検討。

◎ ○ ◎ ○ ○

静岡県 熱海市
熱海港湾エリア賑わい創出整備
計画

熱海港

海の玄関口熱海港へのク
ルーズ船他の寄港による賑
わい。
熱海港～海辺のの街～熱
海駅の間の人の流れの円
滑化による賑わい。
海辺の街での滞留・回遊に
よる賑わいの創出を目指す
もの。

旅客ターミナル兼津波避難施
設、駐車スペース兼緊急貨物等
受入スペース、Wi-Fi強化、定期
航路、海上タクシーの活用、
フィッシャーマンズワーフの整
備、臨港道路等の改良の検討を
想定

◎ ○ ○ ○

静岡県 伊東市 伊東駅周辺地区整備事業（仮） JR伊東駅

現状の伊東駅前広場は交
通広場機能として、バスや
タクシー乗場はあるが、一
般車乗降場がないことや、
バスもロータリー方式では
なくスイッチバック方式のた
め、渋滞や事故の要因と
なっており、駅前広場の再
編を検討している。また、隣
接街区についても合わせて
再編を検討している。

伊東駅前広場整備と隣接街区
の再編整備に向けて、駅前広場
整備検討委員会や地元まちづく
り協議会との検討を予定してい
る。

◎ ○ ○ ○

静岡県 沼津市 沼津市中心市街地まちづくり戦略ＪＲ沼津駅

現在の沼津駅南口駅前広
場は、自動車交通の処理に
主眼を置いた空間構成と
なっており、多くの人が訪れ
る駅前にあるにもかかわら
ず、人が集い、滞留できる
空間は必ずしも充実したも
のになっていない。
また、駅前街路は、駅や中
心市街地を目的としない通
過交通が多くあることから、
車中心の空間構成となって
いる。

沼津駅周辺総合整備事業と併
せて取り組むべきまちづくりの施
策の方向性を示した「中心市街
地まちづくり戦略」を令和２年３
月策定・公表した。
本戦略に基づき、駅周辺を車か
らヒト中心の空間へ転換するた
め、駅前広場・駅前街路の再編
やそれを実現するための地区交
通体系の再編について検討中。

◎ ◎

接続拠点 交通手段

都道府県
政令市名

所在地
（市区町

村）
計画名等 拠点名 現状と課題 強化策

関連する交通モード
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■交通拠点計画一覧表
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接続拠点 交通手段

都道府県
政令市名

所在地
（市区町

村）
計画名等 拠点名 現状と課題 強化策

関連する交通モード

静岡県 沼津市
沼津市地域公共交通網形成計
画

ＪＲ沼津駅

公共交通（鉄道・バス・タク
シー）と一般送迎車・自転車
の交通結節点となっている
沼津駅では、各交通モード
のサービス水準は一定程
度あるものの、運行情報や
案内などが統一されておら
ず、利用者にとってわかり
ずらいものとなっている。

誰もがわかりやすく使いやすい
公共交通の利用環境を整える。
（沼津駅バスターミナルを行先方
面別に再編、ターミナル発着バ
スのダイヤ調整、バス停の案内
表示、デザインの統一、デジタル
サイネージの設置）

◎ 〇 ◎ 〇

静岡県 富士市
富士駅北口第一地区第一種市
街地再開発事業（準備）

JR富士駅
交通結節点機能の強化と
公共交通利用者の利便性
向上が求められている。

富士駅北口第一地区の市街地
再開発事業に併せ、富士駅北口
駅前広場の空間再編を予定して
おり、立体道路制度または立体
都市計画制度を検討している。

◎ 〇 ◎ ○

静岡市 静岡市
静岡駅交通結節点機能強化検
討

JR静岡駅

静岡駅周辺において、バス
停の分散による利便性の
低下、観光バスの滞留空間
の欠如、次世代モビリティ
の受け入れスペースの確保
等の課題があるほか、北
口・南口駅前広場におい
て、バス、タクシー及び一般
車の輻輳が発生しており、
駅周辺の交通機能の再編
が必要。

リニア開通に伴う東海道新幹線
のひかり増便による利便性向上
を契機に、静岡駅の交通結節点
機能強化を図る。

◎ ○ ◎ ○ ○

静岡市 静岡市
静岡市大谷・小鹿地区まちづくり
グランドデザイン

日本平久能山SIC周
辺開発

　東名高速道路 日本平久
能山SICが開通し、市街地
へのアクセス性が高く、市
内に残された希少な非都市
的平坦地を最大限活用し、
企業立地及び賑わい拠点
形成を図る。
　拠点形成による交通量の
増大による混雑が懸念され
る。

「恩田原・片山土地区画整理事
業」「宮川・水上土地区画整理事
業」による新産業拠点基盤整備
賑わい交流拠点として、土地区
画整理事業による基盤整備を想
定
モビリティハブの構築

◎ ○ ◎

静岡県 島田市 六合駅駅前広場整備事業 JR六合駅

駅前広場の一般待機場の
不足、非バリアフリー化及
び雨天時の待合スペースの
未整備が課題となってい
る。

南北駅前広場のバリアフリー化
及び乗降場の整備

◎ ◎ 〇

静岡県 島田市
島田金谷インターチェンジ周辺
賑わい交流拠点実施計画

島田金谷IC周辺賑わ
い交流拠点

IC直近の優れた交通利便
性を活かし、交流人口の拡
大により地域振興を図る必
要がある。

大井川鐡道新駅、マルシェ、カ
フェ、子どもの遊び場、テナント、
レストラン、観光拠点を設置。
（「KADODE OOIGAWA」、「門出
駅」、「おおいなび」。令和２年11
月開業）開業。新東名一時退出
を検討中。

○ ◎ ○ 〇 ◎

浜松市 浜松市 浜松駅周辺改良基本構想 ＪＲ浜松駅

　近年のＪＲ浜松駅の乗降
客数、中心市街地居住人
口、日歩行者交通量の増
加に対応するため、駅周辺
の歩行空間の連続性・快適
性のさらなる向上を図る必
要性がある。

北口駅前広場（バスターミナル）
については、駅前広場と「まち」
との連続性を向上させるため、
主要な歩行導線におけるバリア
フリー化を推進

◎ 〇 ◎ 〇
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２）防災拠点計画 

災害時においては、⼀時避難場所や復旧⽀援活動の拠点として、地域防災計画等で位置付けら
れた広域物資拠点等に加えて、「道の駅」や「⾼速道路のサ－ビスエリア(SA)・パ－キングエリア(PA)」
等における防災機能の強化を図る必要がある。  

 
「道の駅」では、災害時に求められる地域の防災機能に応じて、施設整備、BCP の策定、防災訓練

など災害時における機能確保に向けた着実な準備を進めていく。 
特に、広域的な防災拠点機能を持つ「道の駅」では、外国⼈観光客を含めた、住⺠や道路利⽤者

に、他の防災施設と連携しながら安全・安⼼な場所を提供するとともに、警察等の活動拠点や緊急物
資等の輸送拠点としての機能強化を図る。 

 
このような取組に加え、災害時に⼈命救助や救援活動の拠点となる防災拠点における実⾏体制や

広域応援体制をより強⼒なものとするため、地域防災拠点（「道の駅」、病院等）へのアクセス強化や
機能強化を通じて、災害への対応⼒を向上させる。 

 
 

 

5



■防災拠点計画一覧表

都道府県

政令市名

静岡県
道の駅富士
（国道１号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

富士市

静岡県
道の駅宇津ノ谷峠
（国道１号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

静岡市
藤枝市

静岡県
道の駅掛川
（国道１号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

掛川市

静岡県
道の駅潮見坂
（国道１号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

湖西市

静岡県
道の駅すばしり
（国道１３８号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

御殿場市

静岡県

南海トラフ地震における静
岡県広域受援計画
（H29.12改訂版）における
広域進出拠点

道の駅朝霧高原
（国道１３９号）

災害時、警察の広域
進出拠点としての施
設・体制が必要
災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

広域物資輸送拠点に
必要となる機能を発
揮するための施設・
体制を整備

富士宮市

静岡県
道の駅ふじおやま
（国道２４６号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

小山町

静岡県
道の駅伊豆月ヶ瀬
（伊豆縦貫道、国道４１４号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

伊豆市

静岡県

南海トラフ地震における静
岡県広域受援計画
（H29.12改訂版）における
救助活動拠点

道の駅花の三聖苑伊豆松崎
（（主）下田松崎線）

災害時、救助活動拠
点としての施設・体制
が必要
災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

松崎町

静岡県
道の駅開国下田みなと
（国道１３５号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

下田市

静岡県

南海トラフ地震における静
岡県広域受援計画
（H29.12改訂版）における
救助活動拠点

道の駅下賀茂温泉湯の花
（国道１３６号）

災害時、救助活動拠
点としての施設・体制
が必要
災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

南伊豆町

静岡県
道の駅伊東マリンタウン
（国道１３５号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

伊東市

静岡県
道の駅天城越え
（国道４１４号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

伊豆市

静岡県
道の駅伊豆のへそ
（国道４１４号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

伊豆の国市

計画名等 拠点名 所在地現状と課題 強化策
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■防災拠点計画一覧表

都道府県

政令市名
計画名等 拠点名 所在地現状と課題 強化策

静岡県
道の駅くるら戸田
（（主）修善寺戸田線 ）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

沼津市

静岡県
道の駅伊豆ゲートウェイ函南
（（国道１３６号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

函南町

静岡県
道の駅富士川楽座
（（主）富士川身延線）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

富士市

静岡県
道の駅玉露の里
（（一）静岡朝比奈藤枝線）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

藤枝市

静岡県
道の駅フォーレなかかわね茶茗
舘
（国道３６２号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

川根本町

静岡県
道の駅奥大井音戯の郷
（（主）川根寸又峡線）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

川根本町

静岡県
道の駅川根温泉
（（主）藤枝天竜線）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

島田市

静岡県
道の駅風のマルシェ
（国道１５０号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

御前崎市

浜松市
道の駅天竜相津花桃の里
（国道１５２号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

浜松市

浜松市
道の駅いっぷく処横川
（国道３６２号）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

浜松市

浜松市
道の駅くんま水車の里
（（主）天竜東栄線）

災害時、道路利用者
の受け入れが見込ま
れるため、施設・体制
が必要

災害時の機能確保に
向けた施設・体制等
を整備

浜松市

静岡県
新東名高速道路
（仮称）小山パーキングエリア

災害に備え、被害の
最小化を図るための
施設・体制が必要

ヘリポートの整備等、
地域の防災拠点機
能の強化

小山町
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○
陸

海
空

の
交

通
を

含
む

モ
ー

ダ
ル

コ
ネ

ク
ト

の
強

化
や

、
交

通
拠

点
へ

の
直

結
を

促
す

施
策

が
必

要
と

さ
れ

、
新

た
な

付
加

価
値

と
し

て
世

界
の

人
々

の
交

流
の

拡
大

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
経

済
の

活
性

化
と

い
う

視
点

が
必

要
な

こ
と

か
ら

、
静

岡
県

で
は

、
国

際
ク

ル
ー

ズ
船

の
寄

港
拠

点
形

成
に

向
け

、
「清

水
港

国
際

旅
客

拠
点

形
成

計
画

」を
策

定
し

、
交

通
拠

点
の

機
能

強
化

を
図

っ
て

い
る

。

交
通

・
防

災
拠

点
計

画
「

交
通

拠
点

」
交

通
拠

点
︓

清
⽔

港
（

清
⽔

港
国

際
旅

客
船

拠
点

形
成

計
画

）


利

便
性

・交
通

状
況


近

年
、国

際
クル

ー
ズ

船
の

寄
港

が
増

え
て

お
り、

交
流

拠
点

とし
て

の
位

置
付

け
が

増
して

い
る

。


⼀
⽅

で
、増

え
続

け
る

クル
ー

ズ
船

の
寄

港
に

対
応

した
港

湾
施

設
及

び
周

辺
交

通
環

境
の

脆
弱

性
が

顕
在

化
して

い
る

。


強

化
策


国
際
旅
客
船
拠
点
形
成
港
湾
に
ふ
さわ
しい
施
設
整
備
を推

進
（
国
際
旅
客
ター
ミナ
ル
、臨

港
道
路
、バ
ス
乗
降
場
、駐

⾞
場

の
整
備
等
）

＜
計

画
平

⾯
図

＞

出
典

︓
清

⽔
港

国
際

旅
客

船
拠

点
形

成
計

画
20

17
年

12
⽉

静
岡

県
「図

-４
国

際
旅

客
船

取
扱

埠
頭

機
能

⾼
度

化
事

業
等

に
お

い
て

整
備

す
る

施
設

位
置

図
」

＜
イメ

ー
ジ

図
＞

関
連

す
る

交
通

モ
ー

ド
接

続
拠

点
交

通
⼿

段

港
空 港

鉄 道 駅

⾼ 速 Ｉ Ｃ

Ｓ Ａ ／ Ｐ Ａ

バ ス

タ ␗ ミ ナ ル

船 舶
⾶ ⾏ 機

鉄 道
バ ス

⾃ 動 ⾞

◎
◎

○
○

出
典

︓
静

岡
県

港
湾

局
Ｈ

Ｐ
（

「清
⽔

港
国

際
旅

客
船

拠
点

形
成

計
画

」を
策

定
しま

した
）
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○
陸

海
空

の
交

通
を

含
む

モ
ー

ダ
ル

コ
ネ

ク
ト

の
強

化
や

、
交

通
拠

点
へ

の
直

結
を

促
す

施
策

が
必

要
と

さ
れ

、
新

た
な

付
加

価
値

の
創

造
に

よ
り

、
県

内
の

物
流

・産
業

の
活

性
化

に
資

す
る

視
点

が
必

要
な

こ
と

か
ら

、
静

岡
県

で
は

、
海

上
輸

送
網

の
拡

充
と

効
率

的
に

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
物

流
シ

ス
テ

ム
構

築
に

向
け

、
「清

水
港

港
湾

計
画

」を
改

定
し

、
交

通
拠

点
と

し
て

の
機

能
強

化
を

図
っ

て
い

る
。

交
通

・
防

災
拠

点
計

画
「

交
通

拠
点

」
交

通
拠

点
︓

清
⽔

港
（

清
⽔

港
港

湾
計

画
）


利

便
性

・交
通

状
況


清

⽔
港

は
県

内
の

物
流

・産
業

を
担

う国
際

拠
点

港
湾


近

年
の

社
会

情
勢

の
変

化
に

対
応

した
施

設
整

備
が

求
め

られ
て

い
る

。


港
の

後
背

地
に

は
充

実
した

⾼
速

道
路

網
が

整
備

され
て

い
る

。


強

化
策


令

和
2年

度
末

に
港

湾
計

画
を改

訂
予

定
。コ

ンテ
ナ

ター
ミナ

ル
の

拡
張

、Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｏ

船
ター

ミナ
ル

な
どを

計
画

に
位

置
付

け
る


令

和
２

年
２

⽉
に

「新
興

津
国

際
物

流
セ

ンタ
ー

」（
特

定
流

通
業

務
施

設
）

が
完

成


令
和

２
年

３
⽉

に
⼤

型
コン

テ
ナ

クレ
ー

ンの
整

備
完

了

＜
コン

テ
ナ

ター
ミナ

ル
の

形
成

＞

出
典

︓
清

⽔
港

⻑
期

構
想

令
和

元
年

８
⽉

静
岡

県
交

通
基

盤
部

港
湾

局

＜
共

同
物

流
倉

庫
＞

関
連

す
る

交
通

モ
ー

ド
接

続
拠

点
交

通
⼿

段

港
空 港

鉄 道 駅

⾼ 速 Ｉ Ｃ

Ｓ Ａ ／ Ｐ Ａ

バ ス

タ ␗ ミ ナ ル

船 舶
⾶ ⾏ 機

鉄 道
バ ス

⾃ 動 ⾞

◎
◎

○
○

出
典

︓
清

⽔
港

⻑
期

構
想

令
和

元
年

８
⽉

静
岡

県
交

通
基

盤
部

港
湾

局
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○
陸

海
空

の
交

通
を

含
む

モ
ー

ダ
ル

コ
ネ

ク
ト

の
強

化
や

、
交

通
拠

点
へ

の
直

結
を

促
す

施
策

が
必

要
と

さ
れ

、
新

た
な

付
加

価
値

の
創

造
に

よ
り

、
地

域
経

済
・産

業
の

活
性

化
に

資
す

る
視

点
が

必
要

な
こ

と
か

ら
、

沼
津

市
で

は
、

持
続

可
能

な
地

域
公

共
交

通
の

確
保

・
維

持
・
改

善
を

図
る

た
め

、
「
沼

津
市

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
」を

策
定

し
、

交
通

拠
点

の
機

能
強

化
を

図
っ

て
い

る
。

交
通

・
防

災
拠

点
計

画
「

交
通

拠
点

」
交

通
拠

点
︓

Ｊ
Ｒ

沼
津

駅
（

沼
津

市
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

）


利

便
性

・交
通

状
況


公

共
交

通
（

鉄
道

・バ
ス

・タ
クシ

ー
）

と⼀
般

送
迎

⾞
・⾃

転
⾞

の
交

通
結

節
点

とな
って

い
る

沼
津

駅
で

は
、各

交
通

モー
ドの

サ
ー

ビス
⽔

準
は

⼀
定

程
度

あ
る

も
の

の
、運

⾏
情

報
や

案
内

な
ど

が
統

⼀
され

て
お

らず
、利

⽤
者

に
とっ

て
わ

か
りづ

らい
も

の
とな

って
い

る
。


強

化
策


誰

も
が

わ
か

りや
す

く使
い

や
す

い
公

共
交

通
の

利
⽤

環
境

を
整

え
る

。（
沼

津
駅

バ
ス

ター
ミナ

ル
を

⾏
先

⽅
⾯

別
に

再
編

、タ
ー

ミナ
ル

発
着

バ
ス

の
ダイ

ヤ
調

整
、バ

ス
停

の
案

内
表

⽰
、デ

ザ
イン

の
統

⼀
、運

⾏
情

報
の

オ
ー

プ
ンデ

ー
タ化

、デ
ジ

タル
サ

イネ
ー

ジ
の

設
置

）

＜
バ

ス
ター

ミナ
ル

再
編

の
イメ

ー
ジ

＞

出
典

︓
沼

津
市

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
20

20
-2

02
6

＜
運

⾏
情

報
の

オ
ー

プ
ンデ

ー
タ化

の
イメ

ー
ジ

＞

関
連

す
る

交
通

モ
ー

ド
接

続
拠

点
交

通
⼿

段

港
空 港

鉄 道 駅

⾼ 速 Ｉ Ｃ

Ｓ Ａ ／ Ｐ Ａ

バ ス

タ ␗ ミ ナ ル

船 舶
⾶ ⾏ 機

鉄 道
バ ス

⾃ 動 ⾞

◎
○

◎
○

○
出

典
︓

沼
津

市
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

20
20

-2
02

6
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交
通

・
防

災
拠

点
計

画
「

交
通

拠
点

」

＜
交

通
結

節
点

機
能

の
強

化
＞


利

便
性

・交
通

状
況


平

成
６

年
南

⼝
駅

前
広

場
暫

定
整

備
完

了
、供

⽤
開

始
。


平

成
20

年
北

⼝
駅

前
広

場
再

整
備

完
了

、供
⽤

開
始

。


路
線

バ
ス

停
留

所
が

分
散

して
お

り利
便

性
が

低
い

。


次
世

代
交

通
の

受
⼊

れ
ス

ペ
ー

ス
が

な
い

。


リニ
ア

開
通

に
伴

う新
幹

線
の

ダイ
ヤ

改
正

に
よ

り静
岡

駅
の

停
⾞

本
数

の
増

便
が

想
定

され
る

。
【北

⼝
広

場
】


前

⾯
道

路
で

あ
る

国
道

１
号

に
よ

り、
歩

⾏
者

導
線

が
分

断
され

て
い

る
。


地

下
に

設
置

され
て

い
る

機
械

式
駐

⾞
場

施
設

の
更

新
。


中

⼼
市

街
地

に
直

結
す

る
た

め
、利

⽤
頻

度
が

⾼
い

。


隣
接

交
通

広
場

（
しず

ま
ち

エ
リア

）
の

有
効

活
⽤

検
討

。
【南

⼝
広

場
】


バ

ス
、タ

クシ
ー

、⼀
般

⾞
が

混
在

し、
慢

性
的

に
交

通
渋

滞
が

発
⽣

。


観
光

バ
ス

の
停

⾞
ス

ペ
ー

ス
が

な
く、

ア
クセ

ス
道

路
の

路
肩

に
停

⾞
。


周

辺
⼟

地
利

⽤
に

低
未

利
⽤

地
が

多
く、

開
発

ポ
テ

ンシ
ャル

が
⾼

い
。


強

化
策


静

岡
駅

周
辺

交
通

機
能

の
再

編
に

よ
る

、交
通

結
節

機
能

の
強

化
を

図
る

。


限
られ

た
駅

前
⽤

地
の

有
効

活
⽤

とモ
ー

ダル
コネ

クト
強

化
の

両
⽴

を
図

る
た

め
、官

⺠
連

携
に

よ
る

⽴
体

的
な

施
設

配
置

⽅
策

を
検

討
中

。


必
要

な
駅

前
広

場
機

能
の

確
保

と周
辺

開
発

の
誘

導
に

よ
り、

次
世

代
交

通
に

よ
る

移
動

サ
ー

ビス
拡

充
に

も
対

応
す

る
交

通
結

節
機

能
の

強
化

と周
辺

⼟
地

の
⾼

度
利

⽤
転

換
を

図
る

。

○
地

域
の

主
要

な
交

通
拠

点
に

関
す

る
道

路
と

各
交

通
機

関
の

連
携

強
化

の
計

画

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅

関
連

す
る

交
通

モ
ー

ド
接

続
拠

点
交

通
⼿

段

港
空 港

鉄 道 駅

⾼ 速 Ｉ Ｃ

Ｓ Ａ ／ Ｐ Ａ

バ ス

タ ␗ ミ ナ ル

船 舶
⾶ ⾏ 機

鉄 道
バ ス

⾃ 動 ⾞

◎
○

◎
○

○

交
通

拠
点

︓
静

岡
駅

交
通

結
節

点
機

能
強

化
検

討
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交
通

・
防

災
拠

点
計

画
「

交
通

拠
点

」


利

便
性

・交
通

状
況


市

内
に

残
され

た
希

少
な

⾮
都

市
的

平
坦

地
。


東

名
⾼

速
道

路
が

地
区

の
中

央
を

東
⻄

に
横

断
。


地

区
内

に
令

和
元

年
９

⽉
に

⽇
本

平
久

能
⼭

SI
Cが

開
通

。


道
路

整
備

を
進

め
る

主
要

南
北

軸
の

(主
)⼭

脇
⼤

⾕
線

に
隣

接
した

地
区

。


中
⼼

市
街

地
や

世
界

⽂
化

遺
産

三
保

松
原

な
ど主

要
観

光
地

へ
の

ア
クセ

ス
性

が
⾼

い
。


強

化
策


交

流
、⼯

業
、物

流
、居

住
、農

業
機

能
を

併
せ

持
つ

「活
発

に
交

流
し、

価
値

を
創

り合
う創

造
型

産
業

の
ま

ち
」の

実
現

。


地
区

北
側

は
、恩

⽥
原

・⽚
⼭

⼟
地

区
画

整
理

事
業

に
よ

り新
産

業
拠

点
とし

て
の

基
盤

整
備

。
⼯

業
・物

流
系

の
企

業
誘

致
を

推
進

す
る

。


地
区

南
側

は
、賑

わ
い

交
流

の
拠

点
とし

て
、⼟

地
区

画
整

理
事

業
に

よ
る

基
盤

整
備

を
⽬

指
す

。


新
東

名
、国

道
１

号
バ

イパ
ス

、国
道

１
号

、国
道

15
0号

を
結

ぶ
主

要
南

北
軸

の
(主

)⼭
脇

⼤
⾕

線
の

整
備

促
進

。


企
業

⽴
地

及
び

賑
わ

い
拠

点
形

成
に

よ
り交

通
量

増
⼤

に
よ

る
渋

滞
が

懸
念

され
る

こと
か

ら、
モ

ビ
リテ

ィハ
ブ

の
構

築
も

含
め

検
討

中

○
地

域
の

主
要

な
交

通
拠

点
に

関
す

る
道

路
と

各
交

通
機

関
の

連
携

強
化

の
計

画

国
道

1号

工
業
・
物
流
エ
リ
ア

居
住
エ
リ
ア

農
業
エ
リ
ア

交
流
施
設
エ
リ
ア

⽇
本
平
久
能
⼭

ス
マ
ー
ト
IC

恩
⽥
原
・
⽚
⼭
地
区

宮
川
・
⽔
上
地
区

恩
⽥

原
・⽚

⼭
地

区
宮

川
・⽔

上
地

区

静
岡

都
心

東
静

岡
副

都
心

JR
東

海
道

新
幹

線
・東

海
道

線

恩
⽥

原
・⽚

⼭
地

区
32

.8
ha

宮
川

・⽔
上

地
区

約
48

ha
施
行
区
域
概
要
図

関
連

す
る

交
通

モ
ー

ド
接

続
拠

点
交

通
⼿

段

港
空 港

鉄 道 駅

⾼ 速 Ｉ Ｃ

Ｓ Ａ ／ Ｐ Ａ

バ ス

タ ␗ ミ ナ ル

船 舶
⾶ ⾏ 機

鉄 道
バ ス

⾃ 動 ⾞

◎
○

◎

交
通

拠
点

︓
静

岡
市

⼤
⾕

・⼩
⿅

地
区

ま
ち

づ
くり

グ
ラ

ン
ドデ

ザ
イ

ン
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○
陸

海
空

の
交

通
を

含
む

モ
ー

ダ
ル

コ
ネ

ク
ト

の
強

化
や

、
交

通
拠

点
へ

の
直

結
を

促
す

施
策

が
必

要
と

さ
れ

、
新

た
な

付
加

価
値

の
創

造
に

よ
り

、
地

域
経

済
・産

業
の

活
性

化
に

資
す

る
視

点
が

必
要

な
こ

と
か

ら
、

島
田

市
で

は
、

都
市

活
力

の
維

持
・
向

上
を

図
る

た
め

、
官

民
連

携
に

よ
り

、
「
島

田
金

谷
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
周

辺
賑

わ
い

交
流

拠
点

実
施

計
画

」を
策

定
し

、
交

流
拠

点
を

整
備

し
て

い
る

。

交
通

・
防

災
拠

点
計

画
「

交
通

拠
点

」
交

通
拠

点
︓

島
⽥

⾦
⾕

IC
周

辺
賑

わ
い

交
流

拠
点

（
島

⽥
⾦

⾕
イ

ン
タ

ー
チ

ェン
ジ

周
辺

賑
わ

い
交

流
拠

点
実

施
計

画
）


利

便
性

・交
通

状
況


新

東
名

⾼
速

道
路

島
⽥

⾦
⾕

イン
ター

チ
ェン

ジ
直

近
の

優
れ

た
交

通
利

便
性

を
活

か
し、

交
流

⼈
⼝

の
拡

⼤
に

よ
り地

域
振

興
を

図
る

必
要

が
あ

る


強

化
策


無

料
駐

⾞
場

・駐
輪

場
整

備
。


⼤

井
川

鐵
道

新
駅

（
⾨

出
駅

）
令

和
２

年
11

⽉
開

業


新
東

名
⾼

速
道

路
か

らの
⼀

時
退

出
を

検
討

中
。


物

販
飲

⾷
施

設
（

KA
DO

DE
 O

O
IG

AW
A）

、⼤
井

川
流

域
観

光
拠

点
（

お
お

い
な

び
）

令
和

２
年

11
⽉

開
業

＜
賑

わ
い

交
流

拠
点

施
設

配
置

状
況

＞

関
連

す
る

交
通

モ
ー

ド
接

続
拠

点
交

通
⼿

段

港
空 港

鉄 道 駅

⾼ 速 Ｉ Ｃ

Ｓ Ａ ／ Ｐ Ａ

バ ス

タ ␗ ミ ナ ル

船 舶
⾶ ⾏ 機

鉄 道
バ ス

⾃ 動 ⾞

○
◎

○
○

◎

出
典

︓
島

⽥
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
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交
通

・
防

災
拠

点
計

画
「

防
災

拠
点

」

○
「
道

の
駅

」
は

、
災

害
時

に
お

い
て

地
域

の
避

難
所

や
広

域
的

な
活

動
拠

点
と

し
て

、
防

災
機

能
強

化
を

進
め

、
災

害
へ

の
対

応
力

を
向

上
さ

せ
る

防
災

拠
点

事
例

︓
｢道

の
駅

｣朝
霧

⾼
原


現

状
と課

題


南
海

トラ
フ地

震
に

お
け

る
静

岡
県

広
域

受
援

計
画

で
進

出
拠

点
とし

て
位

置
付

け


富
⼠

宮
市

地
域

防
災

計
画

で
防

災
拠

点
施

設
とし

て
位

置
付

け


国
道

13
9号

の
静

岡
県

と⼭
梨

県
の

県
境

に
位

置


災
害

時
に

お
い

て
は

、円
滑

な
情

報
収

集
・共

有
体

制
・

情
報

発
信

の
確

保
の

た
め

、
「道

の
駅

」の
継

続
的

な
運

営
を

実
施

で
き

る
体

制
づ

くり
の

他
、⽴

地
性

を
活

か
し、

広
域

的
な

復
旧

・復
興

活
動

拠
点

とし
て

機
能

強
化

を
図

る
こと

が
必

要

＜
施

設
近

景
＞


強

化
策

＜
施

設
＞


防

災
倉

庫
を

整
備

＜
体

制
＞


R2

年
度

中
に

感
染

症
対

策
を

BC
Pへ

反
映

発
揮
す
る
機
能

救
援
物
資
の

中
継
・
分
配

機
能

広
域
⽀
援

部
隊
の
⼀
次

集
結
・
ﾍﾞ
ｰｽ

ｷｬ
ﾝﾌ
ﾟ機

能

災
害
医
療

⽀
援
機
能

物
資
等
の

備
蓄
機
能

〇
○

防
災

ト
イ

レ

ヘ
リ

ポ
ー

ト

情
報

提
供
施

設
・
休

憩
施
設

ト
イ
レ

ト
イ
レ

道
の
駅

「
朝

霧
高

原
」

朝
霧

防
災

備
蓄

基
地

資
機

材
置

場

無
停

電
化

（
非

常
用

自
家

発
電

設
備

）

通
信

設
備

給
水

施
設

至
富

士
河

口
湖

町

至
富

士
市

13
9

防
災

倉
庫

（
想

定
）

駐
車

場
・防

災
ト

イ
レ

移
設

先
（
想

定
）

＜
施

設
配

置
＞
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